
 

様式第１６号 
（表） 

特定共同住宅等の建築計画届出書 
 

 

① 令和４年  ４月  １日 

   （あて先） 千葉市消防長 

 

                                        ② 届 出 者 

                                               住 所 千葉市中央区長洲１丁目○番○号 

 

                                               氏 名  千葉 太郎                       

 

                                               電 話  ○○○ （○○○）○○○○ 

 

消防法施行令第29条の４に基づく「特定共同住宅等における必要とされる防火安全性能を有する消防

の用に供する設備等に関する省令」（平成17年３月25日付け総務省令第40号）を適用する特定共同住宅等

の建築計画を届け出ます。 

 
 所   在   地 

 

③ 千葉市中央区市場町○番地  電話 ○○○（○○○）○○○○ 

 
 名       称 

 

④ 千葉市中央区市場町ビル Ａ棟 

 

 建築確認申請受付年月日 ⑤ 令和４年 ３月 １日 
 
申 請 番 号 

 

ABC123 第 456789 号 

 
 消防同意年月日 

 

⑥ 令和４年 ３月 ３日 
 

消防同意番号 

 

第 １２３４ 号 

 
 建築確認年月日 

 

 

 

⑦ 令和４年 ３月２０日 
 
確 認 番 号 

 

DEF123 第 456789 号 

 

 特定共同住宅等における

必要とされる防火安全性

能を有する消防の用に供

する設備等 

 

⑧☑住宅用消火器及び消火器具 

□共同住宅用スプリンクラー設備 

☑共同住宅用自動火災報知設備 

□住戸用自動火災報知設備及び共同住宅用非常警報設備 

□共同住宅用連結送水管 

□共同住宅用非常コンセント設備 

構造類型 ⑨ 二方向避難・開放型特定共同住宅等 階層 ⑩ １５／１ 

 

そ の 他 

 

必要な事項 

 

⑪ 

 Ａ棟地上１階の店舗部分を令８区画するとともに、Ｂ棟（商業施設棟）と渡り

廊下により別棟扱いとすることにより、Ａ棟の共同住宅部分のみを特定共同住宅

等とするものです。 

 
      ※   受   付   欄 

 

 
        ※      経   過   欄 

 
  

 
 備考  １ 届出者が法人の場合は、主たる事業所の所在地、法人名称及び代表者の職・氏名を 
      記入してください。 
        ２ 特定共同住宅等の案内図、配置図、各階平面図、立面図、断面図、設備図、仕上表

その他必要な図書を添付してください。 
         ３ 押印は不要とし、氏名欄は代筆や印刷されたものでも可とします。 

記入例 



 

（裏） 

特 定 共 同 住 宅 等 概 要 表 

棟   別 

名   称 
⑫ Ａ棟 延べ床面積 ⑬ ２２，８００．００㎡ 

 

     種別 

 

 階別 

 

 

 申請床面

積 (㎡) 

 

 

 既存床面

積 (㎡) 

 

用 途 消 防 用 設 備 等 

⑭ 

地下１階 
1,000.00  

機械室 

駐輪場 
消火器具 共同住宅用自動火災報知設備 

連結散水設備 非常コンセント設備 

１階 2,000.00  
管理室 

集会室 
住宅用消火器及び消火器具 共同住宅用自動火災報知設備 

２階 1,700.00  
住戸 

ゲストルーム 
住宅用消火器及び消火器具 共同住宅用自動火災報知設備 

避難器具（ハッチ式救助袋・ハッチ式金属製避難梯子） 

3~10階 1,500.00  住戸 
住宅用消火器及び消火器具 共同住宅用自動火災報知設備 

避難器具（ハッチ式救助袋・ハッチ式金属製避難梯子） 

連結送水管 

11~15階 1,200.00  住戸 
住宅用消火器及び消火器具 共同住宅用自動火災報知設備 

避難器具（ハッチ式救助袋・ハッチ式金属製避難梯子） 

連結送水管 非常コンセント設備 

ＰＨ階 100.00  
階段室 

EV機械室 
消火器具 共同住宅用自動火災報知設備 

      階 
    

      階 
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      階 
    

      階 
    

      階 
    

      階 
    

備考 消防用設備等の欄には、階に設置する特定共同住宅等における必要とされる防火安全性能を有

する消防の用に供する設備等及び通常用いられる消防の用に供する設備等を記載してください。 

 



 

 

 

 ① 年月日欄は、提出する年月日を記入してください。 

 ② 届出者欄は、建築主の住所、氏名（法人の場合は、名称及び代表者の氏名）及び電話番号を記

入してください。 

 ③ 所在地欄は、当該特定共同住宅等の住居表示及び連絡先を記入してください。 

   なお、住居表示が未確定の地域は、地番により記入してください。 

 ④ 名称欄は、当該特定共同住宅等の名称を記入してください。 

   なお、名称が未確定の場合は、建築確認申請等における工事件名で記入してください。 

 ⑤ 建築確認申請欄は、建築確認申請又は計画通知の受付年月日及び受付番号を記入してください。 

 ⑥ 消防同意欄は、建築確認申請又は計画通知の受付年月日及び受付番号を記入してください。 

 ⑦ 建築確認欄は、建築確認申請における確認済証の交付年月日及び交付番号を記入してください。 

 ⑧ 特定共同住宅等における必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等欄は、当該

特定共同住宅等に設置されるものにチェックを入れてください。 

 ⑨ 構造類型欄は、当該特定共同住宅等の構造類型４種類のうちの一つを記入してください。 

   例 Ⅰ 二方向避難・開放型特定共同住宅等 

Ⅱ 開放型特定共同住宅等 

Ⅲ 二方向避難型特定共同住宅等 

Ⅳ その他の特定共同住宅等 

 ⑩ 階層欄は、地上階数及び地下階数を記入してください。 

   例 「（地上階数）／（地下階数）」で記入 

     具体的には、「地上１５階地下１階」の場合、「１５／１」となります。 

⑪ その他必要な事項欄は、当該防火対象物が特定共同住宅等に適合させるために特に必要となる

規定等がある場合に、その概要を記入してください。 

  例 Ⅰ 令第８条に規定される区画（令８区画）について 

    Ⅱ 渡り廊下による消防用設備等の設置単位について 

 ⑫ 棟別名称欄は、一敷地に複数の棟が存する場合に、各棟が判別できるように記入してください。 

 ⑬ 延べ床面積欄は、棟ごとの延べ床面積を記入してください。 

   なお、渡り廊下により消防用設備等の設置単位を別にする場合は、その設置単位ごとの延べ床

面積としてください。 

 ⑭ 階別概要欄は、各階ごとの階数、床面積、用途及び消防用設備等を記入してください。 

   なお、床面積欄は、新築の場合に「申請床面積欄」のみを記入し、既存建築物の改修工事等の場

合に施工部分の規模を「申請床面積欄」へ、施工部分外の規模を「既存床面積欄」へ、それぞれ記

入してください。「用途」、「消防用設備等」の欄には階における用途、階に必要となる各消防用

設備等を記入してください。 

記入要領 


